
1
�
安
倍
首
相
は
本
日
、衆
議
院
を
解
散
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

12
月
2
日
公
示
、12
月
14
日
投
開
票
の
日
程
で
第
47
回
衆
議
院

選
挙
が
行
わ
れ
、国
民
に
審
判
を
問
う
こ
と
に
な
る
。今
回
の
選

挙
は
、安
倍
政
権
の
暴
走
を
阻
止
し
、自
治
労
が
め
ざ
す「
中
道
」

「
リ
ベ
ラ
ル
」勢
力
の
拡
大
を
は
か
り
、再
度
の
政
権
交
代
を
展

望
す
る
う
え
で
、き
わ
め
て
重
要
な
た
た
か
い
と
い
え
る
。

2
�
安
倍
首
相
は
、経
済
状
況
の
悪
化
を
理
由
に
、2
0
1
5
年

10
月
の
消
費
税
の
10
％
増
税
を
先
送
り
す
る
こ
と
を
表
明
し
、

そ
の
判
断
も
含
め
選
挙
で
の
国
民
の
判
断
に
委
ね
る
と
し
た
。

こ
れ
は
、安
倍
政
権
が
押
し
進
め
る「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」が
実
質

的
に
失
敗
し
た
こ
と
を
棚
上
げ
し
、自
ら
判
断
す
べ
き
消
費
税

引
き
上
げ
判
断
の
責
任
を
、国
民
判
断
に
す
り
替
え
る

も
の
で
あ
る
。安
倍
政
権
は
、「
金
融
緩
和
に
よ
る
株
高
」

を
実
績
と
強
調
す
る
が
、勤
労
者
の
実
質
賃
金
は
物
価

上
昇
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
。一
方
で
、法
人
税
の
引
き

下
げ
と
、労
働
者
派
遣
法
の
改
悪
法
案
に
象
徴
さ
れ
る

労
働
法
制
の
規
制
緩
和
を
企
図
す
る
な
ど
、新
自
由
主

義
的
な
大
企
業
優
先
の
政
策
を
推
し
進
め
、国
民
の
生

活
不
安
は
解
消
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、格
差
拡
大
を
一
層

も
た
ら
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。企
業
優
遇
・
国
民
生
活

軽
視
の「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」こ
そ
が
、国
民
の
個
人
消
費

を
低
迷
さ
せ
る
大
き
な
要
因
と
い
え
る
。

3
�
ま
た
、安
倍
政
権
は
、2
0
1
3
年
7
月
の
参
院
選

挙
で
勝
利
し
、「
ね
じ
れ
」を
解
消
す
る
と
、新
保
守
主
義

的
な
政
策
を
強
硬
に
推
し
進
め
て
き
た
。2
0
1
3
年
、

第
1
8
5
回
臨
時
国
会
の
特
定
秘
密
保
護
法
の
強
行
採

決
を
皮
切
り
に
、同
年
12
月
に
は
、靖
国
神
社
参
拝
を
強
行
し
て

周
辺
諸
国
と
の
緊
張
を
い
た
ず
ら
に
高
め
る
結
果
を
招
い
た
。

さ
ら
に
、2
0
1
4
年
7
月
の
、集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
可
能

と
す
る
憲
法
9
条
の
解
釈
変
更
は
、立
憲
主
義
を
否
定
し
、憲
法

9
条
に
よ
っ
て
戦
後
の
日
本
が
築
い
て
き
た
平
和
主
義
を
打
ち

捨
て
る
歴
史
的
暴
挙
と
い
え
る
。ま
た
、国
民
の
不
安
と
世
論
を

無
視
す
る
形
で
、東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
検
証
も
不

十
分
な
ま
ま
、原
発
の
再
稼
働
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

4
�
先
に
示
し
た
よ
う
な
、安
倍
政
権
が
め
ざ
す
新
自
由
主
義

的
か
つ
新
保
守
主
義
的
な
政
策
を
、国
民
の
多
数
が
支
持
し
て

い
な
い
こ
と
は
各
種
世
論
調
査
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。今
回
の

選
挙
で
は
、社
会
的
な
公
正
や
格
差
の
縮
小
を
重
視
す
る
経
済
・

社
会
政
策
、脱
原
発
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
を

中
心
と
し
た
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、そ
し
て
、平
和
と
他
国

と
の
協
調
を
重
視
す
る「
中
道
」「
リ
ベ
ラ
ル
」勢
力
の
拡
大
を
は

か
る
こ
と
で
、安
倍
政
権
の
暴
走
に
歯
止
め
を
か
け
、再
度
の
政

権
交
代
を
実
現
す
る
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

5
�
自
治
労
は
第
87
回
別
府
大
会
で
、「
新
た
な
政
治
対
応
方

針
」を
決
定
し
た
。こ
の
方
針
に
沿
っ
て
、今
回
の
総
選
挙
で
は
、

私
た
ち
が
求
め
る
政
治
勢
力
の
拡
大
を
は
か
り
、再
度
の
政
権

交
代
を
め
ざ
す
基
盤
を
つ
く
る
た
め
、組
織
内
候
補
、政
策
協
力

候
補
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
推
薦
候
補
、我
々
と
志
を
同
じ

く
す
る
候
補
の
必
勝
に
向
け
て
組
織
の
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組

み
を
進
め
る
決
意
で
あ
る
。

2
0
1
4
年
11
月
21
日

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合

書
記
長

川
本

淳

す
べ
て
の
推
薦
候
補
の
必
勝
を
め
ざ
す

�衆議院解散・
総選挙に関する
談話

書記長

川本 淳

主な記事

2面 2014確定闘争
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このコーナーでは、雇用継続の取り組みを紹介します

月
例
給
・
一
時
金
の
引
き
上
げ

賃
金
水
準
の
確
保
に
全
力

秋田県本部

2
0
1
4
自
治
体
確
定
闘
争
は
、
主
に
今
年
度
の
給

料
表
・
一
時
金
の
引
き
上
げ
と
、「
総
合
的
見
直
し
」

に
関
す
る
課
題
を
切
り
離
し
、
ま
ず
は
引
き
上
げ
部

分
の
決
着
を
は
か
る
取
り
組
み
を
す
す
め
た
。

秋
田
県
本
部
は
人
事
院
勧
告
以

降
、「
総
合
的
見
直
し
」
へ
の
危

機
感
を
強
め
、
自
治
体
確
定
闘
争

に
取
り
組
ん
だ
。
県
勧
告
の
時
期

は
、
9
月
4
日
の
県
職
連
合
交

渉
、
翌
5
日
の
公
務
労
協
交
渉
、

16
日
の
公
務
労
協
幹
事
ク
ラ
ス
折

衝
結
果
か
ら
10
月
第
3
週
後
半
と

判
断
し
た
。
そ
の
上
で
、
9
月
17

日
に
県
副
知
事
へ
の
要
請
行
動
を

配
置
し
、
10
月
1
日
を
確
定
闘
争

第
1
の
ヤ
マ
場
と
定
め
た
。

公
民
の
垣
根
を
越
え
て

全
単
組
が
下
位
か
ら
12
県
へ
の

怒
り
を
「
シ
ッ
タ
ゲ
」（
死
ぬ
ほ

ど
）
心
に
刻
み
、
①
未
加
盟
・
未

組
織
自
治
体
を
含
む
全
単
組
で
の

対
人
事
委
員
会
委
員
長
あ
て
超
大

型
（
Ａ
1
版
）
要
請
書
の
作
成
・

提
出
、
②
対
人
事
委
員
会
あ
て
緊

急
打
電
の
10
・
1
集
中
、
③
総
合

的
見
直
し
を
許
さ
な
い
10
・
8
県

人
事
委
員
会
前
総
決
起
集
会
を
貫

徹
し
た
。

総
決
起
集
会
は
、
昼
休
み
時
間

帯
に
行
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
人

事
委
員
会
の
あ
る
県
庁
総
合
庁
舎

前
の
道
路
両
側
を
埋
め
尽
く
す
ほ

ど
、参
加
者
が
集
ま
っ
た
。ま
た
、

秋
田
県
商
工
会
議
所
連
合
会
な
ど

8
経
済
団
体
へ
の
要
請
行
動
を
実

施
し
「
公
務
員
の
賃
下
げ
」
が
県

内
全
体
に
マ
イ
ナ
ス
の
循
環
を
も

た
ら
す
こ
と
を
公
民
の
垣
根
を
越

え
て
理
解
を
求
め
た
。

団
結
を
力
に
運
動
の
発
展
を

そ
の
結
果
、
県
人
事
委
員
会
は

「
総
合
的
見
直
し
」
に
つ
い
て
、

「
引
き
続
き
検
討
」
に
留
め
る
と

と
も
に
、
県
内
全
域
を
寒
冷
地
手

当
支
給
地
域
と
す
る
報
告
を
行
っ

た
。

し
か
し
、「
引
き
続
き
検
討
」

と
い
う
文
言
が
勧
告
に
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
来
年
に
む
け
て
見
直

し
の
可
能
性
が
ゼ
ロ
で
は
な
い
こ

と
、
総
務
省
が
人
事
委
員
会
・
県

人
事
課
等
に
対
し
執
拗
に
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
掛
け
て
い
る
こ
と
を
注

視
す
る
必
要
が
あ
る
。

臨
時
特
例
減
額
の
再
燃
を
引
き

起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
各
自
治
体

で
議
会
が
開
か
れ
る
前
週
11
月
21

日
を
第
2
の
ヤ
マ
場
と
し
て
、
11

・
20
全
自
治
体
単
組
一
斉
団
体
交

渉
、
11
・
21
県
本
部
統
一
闘
争
を

提
起
し
た
結
果
、自
治
体
で
の「
総

合
的
見
直
し
」
は
1
単
組
を
除
き

言
及
さ
せ
な
か
っ
た
。
こ
の
「
秋

田
県
本
部
総
合
的
団
結
力
」
を
総

選
挙
闘
争
へ
と
つ
な
げ
、
さ
ら
な

る
運
動
の
発
展
を
は
か
っ
て
い

く
。

▲県人事委員会前で怒りのシュプレヒコール

自
治
労
は
、
11
月
21
日
を
第
二

次
戦
術
集
中
日
と
し
、
2
0
1
4

確
定
闘
争
に
の
ぞ
ん
だ
。

一
方
、
11
月
12
日
に
は
給
与
法

改
正
法
案
等
が
参
議
院
で
可
決
・

成
立
し
た
。
衆
参
両
内
閣
委
員
会

で
附
帯
決
議
が
採
択
さ
れ
、
地
方

公
務
員
の
賃
金
決
定
に
関
し
、「
地

方
自
治
体
の
自
主
的
・
主
体
的
決

定
」
が
盛
り
込
ま
れ
る
と
い
う
成

果
が
あ
っ
た
。

課
題
の
切
り
離
し
に
成
功

21
日
を
ヤ
マ
場
と
し
た
32
県
本

部
に
お
け
る
単
組
の
大
部
分
は
、

今
年
度
分
の
引
き
上
げ
と
「
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
の
課
題

を
切
り
離
す
こ
と
に
成
功
し
、
今

年
度
の
月
例
給
・
一
時
金
に
つ
い

て
は
、
獲
得
で
き
る
単
組
が
大
半

を
占
め
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
一
部
の
単
組
に
お
い

て
「
総
合
的
見
直
し
」
実
施
の
可

否
や
財
政
状
況
等
を
理
由
と
し
た

月
例
給
の
据
え
置
き
も
報
告
さ
れ

て
い
る
。

「
総
合
的
見
直
し
」
に
つ
い
て

は
来
春
へ
の
「
継
続
協
議
」
と
し

て
い
る
単
組
が
多
い
が
、
大
部
分

は
年
明
け
や
春
闘
期
に
再
度
、
労

使
交
渉
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
る

見
込
み
。

さ
ら
に
、
①
「
2
0
1
5
年
4

月
実
施
や
む
な
し
」
と
し
つ
つ
内

容
面
で
の
交
渉
と
な
っ
て
い
る
単

組
、
②
「
総
合
的
見
直
し
」
実
施

の
是
非
や
時
期
そ
の
も
の
の
交
渉

と
な
っ
て
い
る
単
組
と
に
分
か
れ

て
い
る
。

な
お
、「
総
合
的
見
直
し
」
の

2
0
1
5
年
4
月
実
施
で
妥
結
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
単
組
も
増
加

し
つ
つ
あ
る
が
、
国
と
は
異
な
る

給
料
表
改
定
や
、
3
年
を
上
回
る

現
給
保
障
期
間
の
確
保
、
1
号
昇

給
抑
制
の
阻
止
、
給
料
表
の
号
給

増
設
な
ど
、
現
行
の
水
準
維
持
・

改
善
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
見
ら
れ
た
。

「
見
直
し
」を
切
離
し

2014確定闘争

食
と
職
を
守
る
た
た
か
い
を
委
託
後
も
継
続

北
海
道
・
室
蘭
市
職
労

福
岡
県
に
は
、
地
域
手
当
の
支

給
地
域
と
非
支
給
地
域
が
あ
り

「
総
合
的
見
直
し
」
に
よ
る
削
減

分
が
地
域
手
当
で
カ
バ
ー
さ
れ
る

単
組
と
さ
れ
な
い
単
組
が
あ
る
。

統
一
闘
争
は
「
公
民
較
差
に
基

づ
か
な
い
給
与
制
度
の
総
合
的
見

直
し
に
つ
い
て
は
実
施
さ
せ
な

い
」
こ
と
を
基
本
に
「
本
年
の
プ

ラ
ス
給
与
改
定
後
の
賃
金
水
準
を

維
持
す
る
こ
と
」
を
妥
結
基
準
に

進
め
た
。

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

10
月
30
日
に
要
求
書
を
提
出
し
、

第
1
回
11
月
6
日
、
第
2
回
11
月

13
日
、
第
3
回
11
月
20
日
、
ヤ
マ

場
11
月
21
日
統
一
行
動
日
（
29
分

時
間
内
集
会
）
と
し
て
、
交
渉
を

進
め
た
。

統
一
行
動
日
は
全
単
組
で
行
動

2
波
の
ヤ
マ
場
は
設
け
ず
、
現

業
統
一
闘
争
で
、
現
業
の
課
題
に

集
中
し
て
交
渉
し
た
。

そ
の
後
の
統
一
行
動
日
に
は
全

単
組
で
朝
ビ
ラ
や
集
会
を
実
施

し
、確
定
闘
争
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

具
体
的
な
要
求
項
目
に
は
、
地

域
に
よ
り
「
総
合
的
見
直
し
」
の

扱
い
が
違
う
こ
と
か
ら
、
統
一
し

た
内
容
に
は
な
り
得
な
か
っ
た
。

地
域
手
当
支
給
地
域
で
は
、
国

の
支
給
率
を
最
低
ラ
イ
ン
と
し

た
。
国
の
支
給
率
が
隣
接
市
町
村

で
格
差
が
あ
り
、
同
じ
地
区
・
地

域
内
で
不
公
平
感
が
拭
え
な
い
中

で
の
交
渉
と
な
っ
た
。

地
域
手
当
未
支
給
地
域
の
筑
豊

地
区
で
は
「
実
施
さ
せ
な
い
」
方

針
で
た
た
か
っ
た
。
県
南
地
区
で

は
「
実
施
さ
せ
な
い
こ
と
」
を
基

本
に
水
準
が
維
持
さ
れ
る
方
策
を

労
使
で
協
議
し
た
。

ヤ
マ
場
交
渉
の
結
果

そ
の
結
果
、多
く
の
単
組
で「
継

続
協
議
」と
な
っ
た
。
し
か
し「
総

合
的
見
直
し
」
の
不
当
性
に
つ
い

て
労
使
で
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
成
果
で
あ
る
。

室
蘭
市
役
所
職
員
労
働
組
合

は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
間
委

託
に
関
わ
っ
て
①
嘱
託
職
員
の

雇
用
継
続
、
②
一
定
の
賃
金
水

準
確
保
、
③
食
の
安
全
に
配
慮

す
る
こ
と
を
合
意
し
て
き
た
。

室
蘭
市
職
労
は
給
食
セ
ン
タ

ー
の
民
間
委
託
の
動
き
を
う
け

て
民
間
委
託
に
反
対
し
て
い
く

た
め
に
も
、
嘱
託
職
員
と
の
連

携
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、

2
0
1
0
年
に
嘱
託
職
員
協
議

会
を
結
成
し
た
。

食
の
安
全
確
保
と
職
場
を
守

る
た
め
、
正
規
職
員
と
嘱
託
職

員
が
協
力
し
、
約
1
年
に
わ
た

り
取
り
組
み
を
す
す
め
た
。

■
民
間
委
託
後
も
雇
用
継
続

そ
の
後
組
合
は
、
民
間
委
託

が
覆
せ
な
い
と
な
っ
た
時
点

で
、「
嘱
託
職
員
の
生
活
を
守

る
」
た
た
か
い
に
切
り
替
え
、

希
望
者
全
員
の
3
年
間
の
継
続

雇
用
と
、
委
託
後
も
現
在
の
賃

金
の
95
％
水
準
を
確
保
。
食
の

安
全
を
確
保
し
た
。

民
間
移
行
後
は
、
17
人
で
給

食
セ
ン
タ
ー
の
組
合
を
結
成
。

会
社
側
と
団
体
交
渉
を
行
い
、

労
働
協
約
書
を
締
結
し
た
。

福岡県本部

賃金水準の維持を

▲ヤマ場一週間前から連日早朝集会を実施
（みやま市職労）
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